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ITUAJより

編集後記
　総務省の「5Gの利活用分野の考え方」によると、5Gで実現
可能な事項として、以下12の利活用分野が設定されています。

（ 1 ）農林水産業
（ 2 ）交通、移動、物流
（ 3 ）スマートシティ（エネルギー等）
（ 4 ）建設・土木
（ 5 ）エンタメ、ゲーム、観光、（教育・文化）
（ 6 ）医療、健康、介護
（ 7 ）ショッピング、金融、決済
（ 8 ）スポーツ、フィットネス
（ 9 ）工場、製造、オフィス
（10）政府、自治体
（11）安心・安全（防災、防犯、インフラ管理、見守り等）
（12）スマートホーム（ファッション、日用品等）

　本号では、農林水産業について専門家にご寄稿をいただいて
おります。
　今年は日本にとって5G元年です。農林水産業改革元年ともな
るか見守っていきたいところ、ぜひ「ICTと農林水産業」特集を
ご精読ください。

委員長　亀山　　渉　早稲田大学

委　員　山口　典史　総務省 国際戦略局

　〃　　天野　佑基　総務省 国際戦略局

　〃　　伊藤　未帆　総務省 国際戦略局

　〃　　羽多野一磨　総務省 総合通信基盤局

　〃　　成瀬　由紀　国立研究開発法人情報通信研究機構

　〃　　岩田　秀行　日本電信電話株式会社

　〃　　中山　智美　KDDI株式会社

　〃　　福本　史郎　ソフトバンク株式会社

　〃　　熊丸　和宏　日本放送協会

　〃　　山口　淳郎　一般社団法人日本民間放送連盟

　〃　　安原　正晴　通信電線線材協会

　〃　　中兼　晴香　パナソニック株式会社

　〃　　牧野　真也　三菱電機株式会社

　〃　　東　　充宏　富士通株式会社

　〃　　飯村　優子　ソニー株式会社

　〃　　江川　尚志　日本電気株式会社

　〃　　中平　佳裕　沖電気工業株式会社

　〃　　三宅　　滋　株式会社日立製作所

　〃　　金子　麻衣　一般社団法人情報通信技術委員会

　〃　　杉林　　聖　一般社団法人電波産業会

顧　問　齊藤　忠夫　一般社団法人ICT-ISAC

　〃　　橋本　　明　株式会社NTTドコモ

　〃　　田中　良明　早稲田大学

編集顧問より

　前の東京五輪の年（1964年）に、自分は高校のサッカー部に所属し

ていましたが、当時最も容易に入手できたのはあまり人気のなかったサッ

カーのチケットでした。日本は予選の組み合わせで強豪のイタリア、ア

ルゼンチン、ガーナと同グループになり、決勝トーナメント進出は困難と

思われていました。ところが、大会直前にイタリアが出場を辞退すると

いうハプニングが起こりました。その理由は一部にプロチームと関わり、

アマチュア規定に違反する選手がいるということでした。強敵が一つ減っ

た幸運もあって、日本はアルゼンチンに勝ちベスト8進出を果たすことが

できたのです。多くの日本人が初めて芝生の上でやる本物のサッカーを

見て「これが世界で最も盛んなスポーツか。結構面白いね。」とサッカー

ファンが増えて、翌年にJリーグの前身である日本サッカーリーグが発足

したのです。

　昔は「五輪は参加すること」に意義がある時代であり、一方で「アマ

チュア規定」は厳しく守られていました。最近の五輪はプロ・アマの区

別はなく「世界レベルの技」を競うため、アマチュアにも多額の強化費

や報奨金が投じられるようになりました。

　翻って、国際標準化活動の意義も昔より格段に世間の注目を浴びるよ

うになり、日本代表も「参加する」だけでは済まない時代になりました。

ITU会合の頻度も大幅に増えて国際舞台で活躍する選手（人材）を育

てるには、相応のリソース確保が必要になりました。この傾向は今後も

続くでしょうから、各々の組織におかれて国際標準化活動、特に若い人

の育成に対して一層のご支援をお願いする次第です。

　さて、話を今年の東京五輪に戻すと、先日社内の若い人から「橋本さ

ん、オリンピックのチケットは申し込まれましたか」と聞かれて、「僕は

前の東京オリンピックでサッカーの決勝も見たのでね……」と言ったら、

相手は年齢ギャップの大きさに愕然としたようでした。本文を読まれた

方々もきっと同様の想いでしょう。

Olympic Yearに想う
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